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楽器名 辱 り激が　く大きい 直妾的
1 チター X × X
2 ギター × × O
3 和太鼓 × o ×
4 アフリカンドラム X o ○
5 リコーダー o X X
6 尺八 ○ × O
7 パイプオルガン ○ o ×
8 トランペット o O O
以下には、選曲結果を示す。

















6 尺八 鈴法（山越） ゜　山勝也尺八の世 山勝也
7 パイプオルガン Toccata　b　Bach Or　an　Classics　from　Kin’s Ste　hen　Cleobu
8 トランペット 夜空のトランペット
NIM　ROSSO　II　Silenzio　Wonderland
a@Ni　ht
Nini　Rosso
音のサンプルを選択する際も、聞いて楽しい楽曲、演奏を選択した。上記に見られるように、
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選んだ楽曲はすべて人気の高いものである。また、その演奏の中から、サビと言えるような印象
的な部分を編集して、2分程度の長さにした。これは短いと楽器の特徴が分からないが・長すぎ
ると回答者が疲れて飽きるためである。
　回答者は日本人大学生10人である。
　寄与率の結果は以下の通り。
　　●　持続性：　37．5％
　　●　刺激と強さ：31．8％
　　●　直接的：　　30．7％
若干、持続性の寄与率が高いが、ほぼ3つの寄与率は等しい。
　効用値の結果は以下のようになった。
　　●　持続性：　　無し：－O．375，有り：O．375
　　●刺激と強さ：無し：0．525，　有り：－0．525
　　●　直接的：　　無し：O．35，　　有り：－0．35
組み合わせで最も好まれるものは、
　　●　持続性あり、刺激少なく静かな音、非直接的
であった。有意確率は、PearsonのRは、4．4％、　Kendallのタウは4．2％であった。それほど高くは
ないが信頼できる範囲と言えよう。
　5．考察
　今回の調査分析結果を考察する。
　調査前予想では、持続性なし、刺激が大きな音であった。直接的か否かの属性の予想は、仮に
打楽器指向があれば、間接的の効用値が高いのではないか、というものであった。
　結果は、予想と反対の結果である。今回調査に回答してくれた大学生の回答者の嗜好性は、日
本人の特性への仮説とは正反対である。この原因としては、回答者の集団の選択に偏りがあった、
あるいは、以下の変化している日本人の嗜好傾向が考えられる。
　日本の若者の楽器の音に対する嗜好の変化の可能性について考察してみる。予想でイメージし
た日本人の嗜好傾向としては、昨今の「よさこい」で代表されるような、和太鼓のダイナミック
なリズムへの選好であった。こうした選好が、従来の日本人の傾向なのではないか、と筆者は予
想していた。しかし、結果として、回答者の大学生は、持続性のある刺激の少ない楽器の音を嗜
好する傾向があることが分かった。
　ここからは未検証の筆者の推測であるが、最近の若者は、自動車への購入欲が低いと言われる。
従来は、若者は車好き、という明確な傾向があったと考えられる。そうした変化と同様に、楽器
の音の嗜好性も変化したのかもしれない。今回の分析結果が示唆する、現代の大学生の楽器の音
に関する、旧来日本人の嗜好性傾向からの変化、の可能性は、非常に興味深い。これについては、
さらに調査対象を拡大して、精査を行っていきたい。
6．まとめ
楽器の音に対する嗜好性について、大学生を対象にコンジョイント分析を行った。分析の属性
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は以下の3つとした。
　　1．音の持続性の有VS無
　　2．刺激が強く音が大きいVS刺激が少なく音は大きくない
　　3．起振方法が直接的であるか、そうではないか（後者には、間接と器械的が含まれる）
　この結果、効用値は以下のようになった。
　　●　持続性：　　無し：－0．375，有り：0，375
　　●刺激と強さ：無し：0．525，　有り：－0525
　　●直接的：　無し：0．35，　　有り：－0．35
　組み合わせで最も好まれるものは、「持続性あり、刺激少なく静かな音、非直接的」であった。
有意確率は、PearsonのRは、4．4％、　Kendallのタウは4，2％であった。それほど高くはないが信頼
できる範囲と言える。
　調査前予想では、好まれる傾向は、持続性なし、刺激が大きな音であった。直接的か否かの属
性の予想は、仮に打楽器嗜好があれば、間接的の効用値が高いのではないか、というものであっ
た。結果は、予想と反対の結果であった。今回調査に回答してくれた大学生の回答者の嗜好性は、
日本人の特性への仮説とは正反対であることが分かった。力強い打楽器の刺激の大きな音より
は、刺激の少ない音の小さい楽器の音を彼らは好む。考えられる原因として、日本人の嗜好傾向
の変化の可能性が考えられる。昨今の日本人の若者は、旧来からの日本人の打楽器指向とは別の
嗜好をもつ傾向があるのかもしれない。この結果については、調査を続行していくつもりである。
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